
京
都
ユ
ネ
ス
コ
会
長

賞
を
受
賞
し
た
樋
口
の
あ
さ
ん

は
小
学
五
年
生
。
作
品
の
「
夢

の
実
現
」
と
い
う
言
葉
は
ご
自

分
で
選
び
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス

よ
く
書
く
の
が
難
し
か
っ
た
け

れ
ど
美
し
く
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

細
見
玲
汀
先
生
の
お
稽
古
は
と

て
も
楽
し
く
、
硬
筆
か
ら
毛
筆

ま
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

《

総

会

》

一
月
三
十
一
日
、
京
都
駅
前
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
に
て
平
安
書
道
会

総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
の
記
念
講
演
で
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
講
師
に
阪
田
美
枝
先
生
を
お
ま
ね
き
し
、
日
本
の
「
和

紙
」
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、

講
演
で
は
、
貴
重
な
紙
漉
き
唄
の
録
音
を
聴
き
な
が
ら
、
阪
田
講

師
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
日
本
の
紙
漉
き
唄
は
、
つ
ら

い
紙
漉
き
作
業
を
少
し
で
も
紛
ら
わ
せ
る
た
め
に
、
唄
わ
れ
た
も

の
で
す
。

作
品
作
り
に
、
平
気
で
何
十
枚
も
書
き
つ
ぶ
し
て
し
ま
う
和
紙

で
す
が
、
紙
漉
き
の
一
連
の
作
業
が
、
か
く
も
苦
し
い
作
業
で
あ
っ

た
と
は
、
紙
漉
き
唄
の
肉
声
を
聴
く
ま
で
、
全
く
想
像
し
て
な
か
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。

《

第
九
十
六
回

公
募
展

）

八
月
の
終
わ
り
だ
っ
た
昨
年
と
は
打
っ
て
変
わ
り
、
今
年
は
開
催
時
期
が
ぐ
っ
と

早
ま
り
ま
し
た
。
六
月
二
日
か
ら
か
ら
五
日
の
四
日
間
、
京
都
市
美
術
館
二
階
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
の
ジ
ャ
ン
ル
も
、
最
近
は
篆
書
・
隷
書
・
木
簡
・
布
帛
な
ど

が
増
え
て
き
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
昨
年
亡
く
な
っ
た
外
岡
先
生
の
作
品
も
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

平
安
書
道
会
事
務
局
だ
よ
り

平
成
二
十
八
年
夏
号

役員の先生方の作品

今
年
の
公
募
展
は
、
六
月
の
最
初
の
週
に
開
か
れ
ま
し
た
。
出
品
者
の
方
々
は

例
年
に
な
い
時
期
の
早
さ
に
と
ま
ど
い
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
一
方
、
暑
く

な
る
前
に
作
品
が
出
来
て
よ
か
っ
た
な
ど
の
声
も
あ
り
ま
し
た
。

講
演
後
、
続
い
て
祝
賀

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

参
与
に
な
れ
ら
れ
た

西
村
格
外
前
理
事
長

の
後
任
と
し
て
、
上
田

雅
堂
新
理
事
長
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。
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《
奨
励
賞
の
神
田
賞
、
吉
澤
賞
、
綾
村
賞
と
は
？

》

平
安
書
道
会
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
会
長
を
務
め
た
三
人
の
お
名
前
を

冠
し
た
賞
で
す
。
各
先
生
型
の
略
歴
を
紹
介
し
ま
す
。

吉
澤
義
則
（
よ
し
ざ
わ
よ
し
の
り
）

昭
和
二
十
一
年

第
二
次
世
界
大
戦
で
活
動
を
休
止
し
て
い
た
平
安

書
道
会
は
、
戦
後
ま
も
な
く
、
文
学
博
士
の
吉
澤
義
則
を
第
三
代
会
長

に
迎
え
て
活
動
を
再
開
し
、
翌
年
か
ら
は
公
募
展
も
復
活
し
ま
し
た
。

日
本
の
書
道
史
、
特
に
万
葉
仮
名
の
研
究
者
で
あ
る
と
同
時
に
、
仮
名

の
大
家
で
も
あ
っ
た
吉
澤
会
長
の
も
と
で
、
平
安
書
道
会
は
三
十
周
年

記
念
を
迎
え
ま
し
た
。

吉
澤
会
長
が
仮
名
の
大
家
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
「
吉
澤
賞
」
は
優
秀
な

仮
名
作
品
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

(

お
願
い
】

平
安
書
道
会
は
平
成
三
十
二
年
に

百
周
年
を
迎
え
ま
す
。
会
で
は
、
会

の
歴
史
に
関
連
し
た
資
料
を
集
め

て
い
ま
す
。
埋
も
れ
て
い
る
昔
の
記

憶
や
、
先
達
の
書
な
ど
ご
紹
介
く
だ

さ
い
。
百
周
年
記
念
の
冊
子
に
多
く

の
資
料
を
残
し
て
、
新
た
な
船
出
の

櫂
と
な
る
よ
う
に
し
た
い
と
お

も
っ
て
い
ま
す
。

【
第
三
十
六
回

聚
英
展
】

｢

平
安
書
道
会｣

理
事
・
審
査

員
等
が
趣
向
を
凝
ら
し
て
斬
新

な
作
品
を
毎
回
披
露
し
ま
す
。

十
一
月
十
六
日
（
水
）

～
二
十
日
（
日
）

京
都
文
化
博
物
館
に
て

開
催
。

～
～
～

お
ま
け
の
コ
ラ
ム

～
～
～

神
田
喜
一
郎

（
か
ん
だ
き
い
ち
ろ
う
）

昭
和
三
十
年
に
は
、
第
四
代
会
長
に
、
東
洋
学
者
で

京
都
国
立
博
物
館
館
長
の
神
田
喜
一
郎
が
就
任
し
ま
す
。

中
国
の
文
化
史
、
書
道
史
関
係
の
著
作
も
多
く
、
岩
波

書
店
の
「
中
国
書
道
史
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
神
田
会

長
時
に
は
会
誌
「
平
安
書
道
会
会
報
」
が
創
刊
さ
れ
、

清
書
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
が
併
設
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

綾
村
坦
園
（
あ
や
む
ら
た
ん
え
ん
）

昭
和
四
十
三
年

神
田
会
長
が
名
誉
会
長
と
な
り
、
第
五
代

会
長
に
綾
村
坦
園
が
就
き
ま
し
た
。
昭
和
四
十
五
年
に
五
十
周

年
を
迎
え
、
記
念
図
録
を
出
版
し
ま
し
た
。
聚
英
展
も
は
じ
ま

り
ま
す
。
以
後
亡
く
な
る
平
成
十
一
年
ま
で
の
長
い
間
、
会
長

と
し
て
会
の
発
展
の
た
め
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。


